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第１  消防体制の現況  １ 消防組織  (1) 消防機関と人員  平成２２年４月１日現在における市町の消防機関と人員の現況は，第１表のとおりである。  第１表 市町の消防組織数の現況 対前年比 区  分 平成２１年 （４月１日） 平成２２年 （４月１日） 増減数 増減率 消防本部 １３ １３ ０ ０．０％ 消 防 署 ３９ ３９ ０ ０．０％ 出 張 所 ７６ ７５ ▲１ ▲１．３％ 消防職員 ３，５９７ ３，５９９ ２ ０．１％ 
消防本部・署所 消防吏員 ３，５６３ ３，５６４ １ ０．０％ 消 防 団 ３０ ３０ ０ ０．０％ 分    団 ５６１ ５６０ ▲１ ▲０．１％ 消防団 消防団員 ２２，４９２ ２２，５０４ １２ ０．１％    近年の推移は，第２表及び第１図，第２図のとおりである（ともに毎年４月１日時点）。  消防吏員は，昨年度に比べ１名増加した。ここ数年は，増加と減少を繰り返している。一方，減少の一途をたどっていた消防団員は，平成５年度以来，１７年ぶりに前年を上回る結果となった。しかし，全国的な傾向と同じく，過去１５年間で約１割の減少となっている。   第２表 市町の消防組織数の推移                          （毎年４月１日） 区分 ２年 ７年 １２年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 消防本部 22 20 19 18 16 14 14 13 13 消防署 38 39 40 38 40 39 40 39 39 出張所 71 76 74 77 75 77 75 76 75 消防団 93 93 93 36 30 30 30 30 30 分団 712 703 699 646 639 628 628 561 560   
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第１図 消防吏員数の推移    （毎年４月１日） 
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(2） 消防本部・署    ア  市町の消防事務を統括する消防本部は，平成２２年４月１日現在，県内に１３本部あり，消防署は３９署設置されている。１３消防本部のうち，市町単独で消防本部を設置しているものが１１あり，残りの２消防本部は地方自治法の規定に基づく地方公共団体の組合により設置している。    イ  消防吏員       消防職員のうち，階級を有し，制服を着用して消防活動等の消防事務に従事する消防吏員の数は，平成２２年４月１日現在で３，５６４人となり，昨年に比べて１人の増加となった。       年齢構成は第３図のとおりである。５０歳以上が全体の３分の１以上を占めており，今後数年は大量退職とそれに伴う大量採用が続く見込みである。また，在職年数別においても，２５年以上の在職者が全体のほぼ半数を占めている（第４図）。      なお，平均年齢は年々上昇が続いていたが，大量退職期を迎え新規採用者が増加していることから平成２０年から低下傾向となっており，平成２２年４月１日現在４１.０歳となっている（第６図）。 
 

 

 第３図 消防吏員・消防団員の年齢構成（平成２２年４月１日現在）   

 

消防吏員数 ３,５６４人 平均年齢   ４１．０歳 
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25年以上30年未満12.8% 20年以上25年未満6.6% 15年以上20年未満14.2%
10年以上15年未満7.9%
５年以上10年未満9.7%

５年未満18.5%30年以上30.3%

 30年以上4.2% ５年未満22.1%25年以上30年未満7.1%
５年以上10年未満20.2%10年以上15年未満18.7%

15年以上20年未満16.1%
20年以上25年未満11.6%

   (3) 消防団   ア 県内の消防団は，平成２２年４月１日現在で３０消防団（５６０分団）が編成されており，広島市が各区に消防団を置く多団制をとっているが，他の市町では，１市町１団制をとっている。 

第４図 消防吏員の在職年数別構成（平成２２年４月１日現在） 

第５図 消防団員の在職年数別構成（平成２２年４月１日現在） 
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（単位：歳） 
  イ 消防団員     県内の消防団員数は，第２図のとおり年々減少傾向にあるが，平成２２年４月１日現在においては，２２，５０４人で前年より１２人増加している。年齢構成別消防団員数は，第３図のとおりであり，在職年数別消防団員数は，第５図のとおりで在職１０年未満の団員が全体の４２.５％を占めている。  また，平均年齢の推移は，第６図のとおりで，平成２２年４月１日現在４１.８歳となっており，上昇傾向にある。  第６図 消防吏員・消防団員の平均年齢の推移（各年度４月１日時点） 
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2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22消防吏員消防団員  ２ 消防の常備化  「消防本部及び消防署を置かなければならない市町村を定める政令」の指定を受け，消防本部及び消防署を設置している市町（一部事務組合及び事務委託によるものを含む。）は，２３市町であり，常備化率は市町数で１００％に達している。平成２２年４月１日現在の状況は第３表及び第７図のとおりである。 
 第３表 常備化の状況 区   分 市 町 計 市 町 数 １４ ９ ２３ 単  独  ９ ２ １１ 一部事務組合  ４ １  ５ 内訳

 事務委託  ２ ６  ８ ☆内訳の合計が市町数と相違しているのは，廿日市市が，単独で消防本部を設置しつつ，市内の一部地域（吉和地区）について事務委託を行っていることにより二重に計上されているためである。 

（単位：年度） 
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３ 消防の広域応援体制  消防においても市町が単独で処理するよりも効率的であるとして，共同組織等又は相互に応援する広域消防体制の整備が進められている。その方法として，地方自治法の規定に基づく一部事務組合又は事務委託によるものと，消防組織法の規定に基づく消防相互応援協定によるものがある。  平成２２年４月１日現在における県内市町による一部事務組合数，事務委託数は，第３表のとおりである。一方，消防相互応援協定については，昭和６２年１０月１日，大規模災害に備え，今までの応援協定を廃止（県外団体との協定を除く。）し，県内どの団体からも応援可能な広域消防相互応援協定として「広島県内広域消防相互応援協定」（平成２２年３月１６日改正）が締結された。この協定の特徴は次のとおりである。    (1) 県内の市町及び消防組合が一本化した協定書により締結する。    (2) 協定の実施区域は，県内全域とする。    (3) 対象とする災害は，協定市町等の応援を必要とするすべての災害とする。    (4) 応援要請がない場合であっても，必要があると認めた場合は，応援することができる。    (5) 応援に要する経費は，現地調達物資を除き，原則として応援側が負担する。  また，高速道路における消防の特殊性から，県内のインターチェンジ所在団体により，平成５年１０月２６日付けで「広島県内高速道路消防相互応援協定」が締結されている。  広島市が平成２年５月１６日から運航させている消防ヘリコプターについては，県内全市町村が平成２年３月７日付けで「広島県内航空消防応援協定」を締結している。また，広島県が平成８年７月１１日から運行させている防災ヘリコプターについては，広島県，県内全市町村及び県内全消防組合が「広島県防災ヘリコプター応援協定」を締結している。    ４ 消防施設   市町の消防施設は，国が示す「消防力の整備指針」及び「消防水利の基準」を基準として，計画的に整備が進められている。  (1) 消防機械    消防機関における消防機械の保有数の推移は，第４表のとおりである。消防団においては，小型動力ポンプ等の整備により機動力の確保が図られている。  (2) 消防水利          消防水利は，火災鎮圧のためには消防機械と共に不可欠なものである。消防水利には，消火栓，防火水槽，プール等の人工水利と，河川，池，湖，沼，海等の自然水利の配置に当たっては，人口水利と自然水利の適正な組合せを考慮することが必要であるが，その保有数の推移についてみると，第８図のとおりである。       Ⅰ-7



第４表 消防機械の保有数の推移                                            (毎年４月１日）       区    分 11年 13年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 ２２年 消防ポンプ自動車 154 152 152 150 151 151 148 145 144 142 水槽付消防ポンプ自動車 66 69 69 70 69 70 73 74 74 75 救助工作車 30 31 31 30 31 31 33 31 30 31 小型動力ポンプ付積載車 38 39 35 35 76 73 78 32 33 36 小型動力ポンプ 154 129 128 122 126 125 127 123 124 124 はしご付消防ポンプ自動車（屈折含む） 25 32 31 32 33 33 33 32 33 3４ 化学消防自動車 21 21 21 21 21 21 21 21 22 22 救急自動車 148 153 155 153 155 156 159 159 161 163 消防艇 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
消防本部・署所 

その他の消防自動車 173 172 175 173 172 168 165 194 189 194 消防ポンプ自動車 207 205 201 200 201 197 197 197 195 192 水槽付消防ポンプ自動車 - - - - - - - - 1 - 小型動力ポンプ付積載車 1，236 1，223 1，223 1，231 1，227 1，227 1，224 1，234 1，232 1，231 小型動力ポンプ 1，966 1，780 1，733 1，722 1，774 1，796 1，794 1，924 1，884 1，950 消防団 その他の消防自動車 39 49 46 63 42 44 48 40 42 48 消防ポンプ自動車 361 357 353 350 352 348 345 342 339 334 水槽付消防ポンプ自動車 66 69 69 70 69 70 73 74 75 75 救助工作車 30 31 31 30 31 31 33 31 30 31 小型動力ポンプ付積載車 1，274 1，262 1，258 1，266 1，303 1，300 1，302 1，266 1，265 1，267 小型動力ポンプ 2，120 1，909 1，861 1，844 1，900 1，921 1，921 2，047 2，008 2，074 はしご付消防ポンプ自動車（屈折含む） 25 32 31 32 33 33 33 32 33 34 化学消防自動車 21 21 21 21 21 21 21 21 22 22 救急自動車 148 153 155 153 155 156 159 159 161 163 消防艇 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
合   計 

その他の消防自動車 212 221 221 236 214 212 210 234 231 242 Ⅰ-8



第８図 消防水利（人工水利）の保有数の推移 
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(3) 消防通信施設          火災等の被害を最小限に抑えるためには，火災等を早期に覚知し，消防機関が素早く現場に到着するとともに，現場においては，情報の収集及び指揮命令の伝達を迅速かつ的確に行うことが重要である。 消防通信施設には，火災報知専用電話（119番），火災報知機，消防電話，消防無線電話等があり，４月１日現在の状況は，第５表のとおりである。          第５表 消防通信施設等の状況                                                            （毎年４月１日） 区    分 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 ２２年 基地局及び固定局 214 218 216 208 210 209 180 175 消防救急業 務用無線局 移動局 2，370 2，388 2，395 2，383 2，349 2，378 2，389 2，371 火災報知専用電話 （１１９） 473 395 431 516 409 381 261 265 消防電話 （消防機関相互専用） 257 198 183 195 161 141 132 90 消防機関に ある電話 （回線） 一般加入電話 677 664 651 686 620 767 734 728 救急指令装置 11 10 16 17 23 23 29 29    (4) 化学消火薬剤  近年，産業経済の発展と生活様式の多様化に伴い，各種の危険物施設及び危険物品が増加しており，これらの危険物火災に対処するため化学消火薬剤の備蓄が図られている。４月１日現在の市町の備蓄状況は，第６表のとおりである。        

  第６表 化学消化剤の備蓄状況                                        （毎年４月１日）単位：kl 区 分 たん白系 合成界面   活性剤 水成膜泡 消火薬剤 水溶性液体 用泡消化剤 
1 6 年 47.70 18.51 4.54 24.76 

1 7 年 48.24 27.76 5.22 21.46 

1 8 年 46.87 26.40 5.14 21.11 

1 9 年 43.22 24.88 4.20 23.05 

2 0 年 45.24 25.62 22.96 2.58 

2 1 年 46.72 26.39 8.08 14.73 

2 2 年 46.12 27.34 10.31 11.80 Ⅰ-10



５ 消防費  (1) 消防費の決算状況    平成２１年度の市町の消防費歳出決算額は４３２億１，３８４万円であり，普通会計歳出決算額に占める割合は３.３％となっている。これを前年度と比較すると，消防費歳出決算額は，６，６０１万円(０.２％)増加している。 一部事務組合を含めると，消防費歳出決算額は５１０億４，１４６万円となっており，前年度に比べ約１２億円減少している。また，１世帯当たりの消防費は４１，６１１円，県民１人当たりでは１７，８７０円となっている。前年度と比較すると，１世帯当たりでは１，３１０円，１人当たりでは４０６円の減少となっている。１人当たりの消防費が最も低い市町は，府中町で８，９４３円と他地域に比べ群を抜いて低く，ついで熊野町（１２，２２４円），福山市（１２，３３０円），広島市（１２，４３３円）の順となっており，いずれも都市部の市町となっている。逆に，山間部や島しょ部では１人当たりの消防費が高く，最も高い市町は安芸太田町（４０，３８６円）で府中町の約４．５倍となっている。    ２１年度消防費決算額の対前年度比較は，第７表のとおりである。  第７表 消防費の決算状況  区        分 単位 平成２０年度 (A) 平成２１年度 (B) (B)-(A) 普通会計歳出決算額     (1) 千円 1，228，555，117 1，302，887，276 74，332，159 消防費決算額歳出決算額 （市町分） 千円 42，553，793 43，213，844 660，051 消防費決算額歳出決算額    （一部事務組合含む）    (2) 千円 52，255，656 51，041，456 △1，214，200 消防費決算額の財源内訳のうち 一般財源等 千円 45，422，681 44，738，411 △684，270               1世帯当たりの消防費                            円 42，921 41，611 △1，310  県民 1人当たり消防費  円 18，276 17，870 △406 (2) ／ (1) ％ 4.3 3.9 △0.4  ＊(2)の消防費決算額歳出決算額（一部事務組合含む）には，各市町から各消防組合への補助金及び負担金も含まれている。   (2) 経費の性質別内訳 消防費歳出決算額の性質別内訳は，人件費が３０９億６，２８３万円と最も多く，消防費の約６１％を占めている。その他には，普通建設事業費（４８億０，０７７万円），物件費（３６億４，５５０万円）などがある。前年度と比較すると，人件費は約２％の減少であるが，物件費は約１３％の増加となっている。平成２１年度消防費の性質別歳出決算額の対前年度比較は，第８表のとおりである。 

 (2) 世帯数  (2) 人 口 

Ⅰ-11



第８表 消防費の性質別歳出決算状況 (単位：千円，％) 平成２０年度 平成２１年度 対前年度比較  区   分 金   額 （Ａ） 金   額 （Ｂ） 増  減  Ｂ－Ａ（Ｃ） 増減率 C/A 100  人 件 費 31，534，947 30，962，828 △ 572，119 △ 1.8  物 件 費 3，238，267 3，645，506 407，239 12.6  普通建設事業費 5，159，570 4，800，767 △ 358，803 △ 7.0 補助事業費 1，535，207 779，066 △ 756，141 △ 49.3 単独事業費 3，612，105 3，995，810 383，705 10.6   その他 12，258 25，891 13，633 111.2  補 助 費 等 11，950，081 11，412，708 △ 537，373 △ 4.5  そ の 他 372，791 219，647 △ 153，144 △ 41.1 計 52，255，656 51，041，456 △ 1，214，200 △ 2.3   (3) 消防費の財源   ア 財源構成      消防費の財源としては，一般財源と特定財源とがある。一般財源は，地方税，地方交付税及び地方譲与税等などで４４７億３，８４２万円，特定財源は，国庫支出金，地方債，県支出金で３３億２，０４６万円，その他の財源は，２９億８，２６０万円である。また，地方交付税における消防費の基準財政需要額は３３１億０，０４８万円となり，前年に比べて８億０，１９０万円（２.５％）増加した。消防費決算額の財源内訳は，第９表のとおりである。                  第９表 消防費決算額の財源内訳       (単位：千円，％)   平成２０年度 平成２１年度 対前年度比較 金   額 金   額 増  減  増減率 区   分 （Ａ） （Ｂ） Ｂ－Ａ（Ｃ） C/A 100  一般財源等 45，422，681 44，738，411 △ 684，270 △ 1.5  特定財源等 4，584，135 3，320，452 △ 1，263，683 △ 27.6 国庫支出金 720，713 524，201 △ 196，512 △ 27.3 県支出金 102，977 107，251 4，274 4.2    地方債 3，760，445 2，689，000 △ 1，071，445 △ 28.5  その他財源 2，248，840 2，982，593 733，753 32.6 計 52，255，656 51，041，456 △ 1，214，200 △ 2.3 
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  ウ 補助金     消防防災施設等整備に対する補助金の推移は第１０表のとおりである。   第１０表 消防防災施設等整備費補助事業（国庫）の推移                                         （単位：千円） 区分 ポンプ車 小型ポンプ付 積載車 防火水槽 （４０ｍ３級） その他 計 13年度 55，520 19，446 132，402 178，836 386，204 14年度 29，925 11，112 111，027 349，734 501，798 15年度 50，622 5，594 90，115 179，942 326，273 16年度 54，802 6，945 28，629 488，904 579，280 17年度 17，467 － 18，390 99，981 135，838 18年度 40，795 － 3，288 107，870 151，953 19年度 16，336 － 85，293 109，287 210，916 20年度 5，852 － 84，393 297，534 387，779 21年度 6，832 － 106，567 91，408 204，807 22年度 － － 77，156 171，782 248，938            
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第１－１表　消防力総括票 平成21年 平成22年４月１日現在（Ａ） ４月１日現在（Ｂ）（１） 消防本部数 本部 13 13 0消防署数 署 39 39 0出張所数 所 76 75 △ 1消防職員数（実員） 人 3,597 3,599 2消防職員数（条例定員） 〃 3,662 3,647 △ 15消防吏員数（実員） 〃 3,563 3,564 1その他の職員数（実員） 〃 34 35 1（２） 消防団数 団 30 30 0分団数 分団 561 560 △ 1消防団員数（条例定数） 人 23,807 23,807 0〃（実員） 〃 22,492 22,504 12消防費決算額（ア） 千円 52,255,656 51,041,456 △ 1,214,200普通会計歳出決算額（イ） 〃 1,228,555,117 1,302,887,276 74,332,159（ア）／（イ） １００ ％ 4.3 3.9 △ 0.4（１） 消防ポンプ自動車 台 144 142 △ 2水槽付消防ポンプ自動車 〃 74 75 1小型動力ポンプ 〃 124 124 0はしご付消防自動車（屈折はしご付含む） 〃 33 34 1救助工作車 〃 30 31 1化学消防車 〃 22 22 0救急自動車 〃 161 163 2消防艇 隻 3 3 0小型動力ポンプ付積載車 台 33 36 3その他の消防自動車等 〃 189 194 5ヘリコプタ－ 機 1 1 0（２） 消防ポンプ自動車 台 195 192 △ 3水槽付消防ポンプ自動車 〃 1 0 △ 1小型動力ポンプ 〃 1,884 1,916 32小型動力ポンプ付積載車 〃 1,232 1,231 △ 1その他の消防自動車等 〃 42 48 6消火栓 基 54,714 55,423 709防火水槽 ４０立方ﾒｰﾄﾙ以上 〃 8,952 9,021 69２０～４０立方ﾒｰﾄﾙ未満 〃 2,324 2,213 △ 111井戸 個 103 75 △ 28その他 箇所 7,969 8,054 85消防用無線局 基地局及び固定局 局 180 175 △ 5移　　動　　局 〃 2,389 2,371 △ 18火災報知機 受    信    機 基 3 3 0発    信    機 〃 153 0 △ 153消防機関に 火災報知専用電話 回線 261 265 4あるもの 消防電話 〃 132 90 △ 42加入電話 〃 734 728 △ 6消防費決算額の欄は，(Ａ)欄：平成20年度決算状況，(Ｂ)欄：平成21年度決算状況をそれぞれ示す。

区       　　　分 単位 （Ｂ）－（Ａ）１消防職員・団数
消防本部・署所消防団

４消防水利５火災通報施設

２ 消防費 決算額
３　消　防　機　械

消防本部・署
消防団
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第１－２表　消防本部一覧 （平成22年4月1日現在）消防本部 管内面積（ｋ㎡） 管内人口（人）設置年月日 （Ｈ22．4．1） （Ｈ22．4．1）広島市消防局 昭和２３．３．７ 1,456.10 1,232,860 海田町，熊野町，坂町，安芸太田町，廿日市市吉和地区呉市消防局 昭和２３．３．７ 353.76 244,490三原市消防本部 昭和２３．３．７ 749.41 119,527 世羅町尾道市消防局 平成１８．１．１０ 284.85 148,398大竹市消防本部 昭和２５．３．２５ 78.55 29,093東広島市消防局 平成１７．２．７ 796.90 216,032 竹原市，大崎上島町廿日市市消防本部 昭和３２．４．１ 343.86 116,859 吉和地区を除く安芸高田市消防本部 平成１６．３．１ 537.79 32,017江田島市消防本部 平成１６．１１．１ 100.97 27,318府中町消防本部 昭和４２．４．１ 10.45 50,781北広島町消防本部 平成１７．２．１ 646.24 20,193備北地区消防組合消防本部 昭和４５．１０．１ 2,024.79 98,798 三次市，庄原市福山地区消防組合消防局 平成２．４．１ 1,095.60 519,942 福山市，府中市，神石高原町

区　　　　分 組合構成市町又は委託町
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第１－３表　消
防の現況 区　　分　

普通会計歳出
消防費に係る

決算額
基準財政需要額
Ｃ／Ｂ

（k㎡）（H
21年度）（H
21年度）（H21
年度）（H21年
度）

（Ａ）
（Ｂ）（Ｃ
）（Ｄ）

 団　体　名

(千円）
(千円）(千
円）（千円
）（％）（％
）（％）

広島市
8301,336
8842,718
1,157,4955
15,49790
5.25559,16
7,57814,390,
92813,117,34
612,083,646
2.691.284
.0

呉市
311367
1371,877
244,49011
1,398353
.76102,262
,2794,092,0
882,600,895
3,987,9184
.063.697.
5

竹原市
---
16398
29,50912
,957118.3
012,867,6
06499,022
428,61546
5,6593.9
85.993.3

三原市
33161
1301,339
101,2584
3,774471
.1245,821
,7161,789,6
011,165,637
1,325,3163
.965.174.
1

尾道市
35230
1451,675
148,3986
3,313284
.8560,716
,2152,467,6
851,564,893
2,346,0014
.163.495.
1

福山市
---
1612,858
464,79018
6,948518
.08166,035
,7545,730,8
204,812,610
5,562,2963
.584.097.
1

府中市
---
113882
44,08617
,325195.7
119,355,4
61731,465
569,63569
4,8043.8
77.995.0

三次市
---
1371,534
57,84023
,609778.1
940,443,0
241,521,435
757,5041,26
1,7943.8
49.882.9

庄原市
---
1311,745
40,95816
,0331,246.6
031,563,6
251,247,306
634,5901,05
3,8414.0
50.984.5

大竹市
1-47
112304
29,09312
,59078.5
513,730,6
34615,393
475,28838
4,5954.5
77.262.5

東広島市
36289
1461,613
177,9127
3,672635
.3271,386
,4232,936,6
661,803,538
2,000,5964
.161.468.
1

廿日市市
32179
124608
117,6624
7,826489
.3642,134
,3212,295,1
601,291,158
1,764,7315
.456.376.
9

安芸高田市
1-51
137852
32,01713
,232537.7
921,074,3
72651,497
495,84755
7,8773.1
76.185.6

江田島市
1164
116538
27,31812
,989100.9
716,024,9
31748,922
501,89760
8,2404.7
67.081.2

府中町
1-53
1374
50,78121
,20310.4
514,899,9
81454,110
659,61540
9,1473.01
45.390.1

海田町
---
13105
28,02111
,72613.8
18,316,3
43394,727
431,39836
5,5944.71
09.392.6

熊野町
---
110155
25,44010
,27433.6
27,453,8
35310,980
365,87130
7,3914.21
17.798.8

坂町
---
18209
13,3865
,49015.6
75,095,3
92183,767
209,77018
0,4503.61
14.198.2

安芸太田町
---
114499
7,7153,4
42342.25
7,938,864
311,58017
4,625285,
9693.95
6.091.8

北広島町
1355
114763
20,1938
,140646.2
416,553,4
07607,768
353,77155
0,6123.7
58.290.6

大崎上島町
---
19328
8,6114,3
3043.28
8,003,161
324,54915
8,587245,
8914.14
8.975.8

世羅町
---
111721
18,2696
,721278.2
912,152,6
53496,446
302,36845
5,4844.1
60.991.7

神石高原町
---
19709
11,0664
,144381.8
111,309,1
31411,929
225,01638
7,7003.6
54.694.1

備北地区消防組合
37211
---
--
-2,174,3
621,614,114
－1,606,214
74.2－9
9.5

福山地区消防組合
87556
---
--
-6,406,2
086,213,498
－5,846,645
97.0－9
4.1

市町計
28612,832
3056022,50
42,856,308
1,226,6338
,479.271,294
,306,70643,2
13,84433,100
,47437,285,5
523.376
.686.3

組合計
1114767
－－－
－－
－8,580
,5707,827,6
12-
7,452,85991
.2-95.
2

県計
39753,599
3056022,50
42,856,308
1,226,6338
,479.271,302
,887,27651,0
41,45633,100
,47444,738,4
113.964
.987.7Ｄ／Ｂ

消 防 署 数出 張 所 数職 員 数消 防 団 数分 団 数団 員 数（22.3.31現在
）（22.3.31現在）（
22.4.1現在）面　　積

消　防　費
一般財源等 Ｂ／Ａ

消防本部・署所（22.4.1現在）
消　防　団（22.4.1現在）

人　　口世
帯数
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第１－４表　階級別消防吏員数 （平成22年4月1日現在　単位：人）            区　　分 　小　　計
消防本部名 うち女性県　　　計 3,564 － － 1 12 24 132 416 647 1,342 276 714 41.0　うち女性 52 － － － － － － 3 6 20 2 21 29.4広島市 1,328 28 - 1 8 5 57 249 295 448 17 248 41.7呉市 367 3 - - 1 4 23 23 64 158 54 40 43.6三原市 158 - - - - 1 4 2 20 66 20 45 40.1尾道市 226 2 - - 1 2 6 17 47 80 18 55 39.5大竹市 47 - - - - - 1 8 9 18 2 9 37.1東広島市 278 4 - - 1 4 17 11 28 108 39 70 37.7廿日市市 177 3 - - - 1 2 11 28 80 24 31 41.4安芸高田市 49 2 - - - - 1 7 6 22 2 11 39.4江田島市 63 - - - - - 1 11 12 24 6 9 42.7府中町 53 2 - - - - 1 2 8 20 7 15 38.3北広島町 53 - - - - - 1 7 9 29 - 7 44.3備北地区消防組合 210 2 - - - 1 6 13 43 91 5 51 42.2福山地区消防組合 555 6 - - 1 6 12 55 78 198 82 123 40.1

消防総監 消防司監 消防正監 消防監 消防副士長 消防士 平均年齢消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長
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第１0５表　勤務体制別消防職員数 （平成22年4月1日現在　単位：人）　その他の　職員うち女性 うち女性 うち女性 うち女性 うち女性県計 3,599 607 20 2,885 29 27 3 45 0 35 7広島市 1,336 253 12 1,044 13 27 3 4 0 8 1呉市 367 54 2 305 1 0 0 8 0 0 0三原市 161 19 0 139 0 0 0 0 0 3 0尾道市 230 25 0 196 2 0 0 5 0 4 2大竹市 47 7 0 38 0 0 0 2 0 0 0東広島市 289 42 2 223 2 0 0 13 0 11 2廿日市市 179 28 0 147 3 0 0 2 0 2 0安芸高田市 51 15 1 34 1 0 0 0 0 2 0江田島市 64 12 0 51 0 0 0 0 0 1 0府中町 53 9 0 42 2 0 0 2 0 0 0北広島町 55 6 0 47 0 0 0 0 0 2 1備北地区消防組合 211 38 0 171 2 0 0 1 0 1 0福山地区消防組合 556 99 3 448 3 0 0 8 0 1 1

　　　　区　　分
　消防本部名

消　　防　　職　　員　　の　　内　　訳消　　　防　　　吏　　　員　　　数計 毎日勤務者 ２　部　制 ３　部　制 派　遣　等
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第１－６表　在職年数別消防吏員数 （平成22年4月1日現在　単位：人）　　　　　　    　区   　分
　消防本部名 計 5年未満

5年以上10年未満
10年以上15年未満

15年以上20年未満
20年以上25年未満

25年以上30年未満
30年以上　県　　　計 3,564 658 344 282 507 237 455 1,081広島市 1,328 282 108 72 125 73 168 500呉市 367 35 40 43 42 16 69 122三原市 158 25 21 11 22 34 27 18尾道市 226 44 30 11 51 12 24 54大竹市 47 11 7 9 6 3 2 9東広島市 278 66 25 28 61 15 33 50廿日市市 177 19 16 19 41 22 13 47安芸高田市 49 12 2 9 7 2 3 14江田島市 63 7 6 1 22 1 4 22府中町 53 11 9 3 11 6 1 12北広島町 53 5 2 1 6 4 7 28備北地区消防組合 210 28 20 13 35 6 74 34福山地区消防組合 555 113 58 62 78 43 30 171
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第１－７表　非常勤消防団員数 （平成22年4月1日現在　単位：人）   区　 分 　　小　　計 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 平均年齢 条例定数団 体 名 うち女性　県　　計 22,504 － 30 183 756 811 1,688 2,983 16,053 41.8 23,807うち女性 411 － － － 3 5 11 37 355 44.3 －広島市 2,718 142 8 17 84 85 198 406 1,920 44.3 2,753呉市 1,877 30 1 25 71 85 297 304 1,094 44.0 2,200竹原市 398 18 1 2 6 8 14 54 313 43.1 430三原市 1,339 13 1 12 31 31 73 143 1,048 44.2 1,369尾道市 1,675 30 1 12 53 55 184 281 1,089 40.1 1,716福山市 2,858 30 1 8 69 122 175 177 2,306 37.0 2,864府中市 882 0 1 5 20 26 48 116 666 40.0 920三次市 1,534 15 1 11 47 81 134 215 1,045 42.9 1,620庄原市 1,745 2 1 23 40 61 152 196 1,272 40.4 1,910大竹市 304 25 1 3 14 14 27 54 191 43.6 330東広島市 1,613 70 1 14 76 46 92 175 1,209 43.7 1,637廿日市市 608 14 1 5 34 24 39 89 416 42.7 732安芸高田市 852 0 1 12 55 37 37 95 615 42.2 865江田島市 538 5 1 8 17 18 55 107 332 45.7 614府中町 74 0 1 2 3 3 6 32 27 45.7 75海田町 105 9 1 1 3 3 14 16 67 44.4 125熊野町 155 0 1 2 10 10 4 20 108 41.1 157坂町 209 0 1 2 8 8 16 49 125 43.7 220安芸太田町 499 0 1 6 17 24 39 95 317 45.8 580北広島町 763 1 1 4 38 14 0 73 633 39.7 795大崎上島町 328 0 1 2 11 9 21 24 260 40.1 360世羅町 721 7 1 3 27 11 31 133 515 39.6 775神石高原町 709 0 1 4 22 36 32 129 485 38.9 760
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第１－８表　在職年数別非常勤消防団員数 （平成22年4月1日現在　単位：人）　　    　区   　分
　団　体　名 計 5年未満

5年以上10年未満
10年以上15年未満

15年以上20年未満
20年以上25年未満

25年以上30年未満
30年以上　県　　　計 22,504 4,995 4,545 4,200 3,612 2,600 1,605 947広島市 2,718 668 543 414 379 336 198 180呉市 1,877 434 359 326 283 202 159 114竹原市 398 78 86 81 57 50 30 16三原市 1,339 283 254 239 210 176 107 70尾道市 1,675 419 349 361 250 148 110 38福山市 2,858 858 629 631 428 193 78 41府中市 882 164 165 165 169 143 63 13三次市 1,534 298 248 280 265 239 141 63庄原市 1,745 309 382 358 327 202 112 55大竹市 304 73 62 35 42 36 41 15東広島市 1,613 322 379 267 280 194 118 53廿日市市 608 131 138 91 83 78 44 43安芸高田市 852 165 176 158 148 107 60 38江田島市 538 127 99 76 64 60 51 61府中町 74 19 15 5 7 11 9 8海田町 105 34 24 16 19 5 6 1熊野町 155 36 31 33 21 17 10 7坂町 209 41 41 31 38 25 21 12安芸太田町 499 58 76 70 89 71 69 66北広島町 763 140 127 196 146 103 37 14大崎上島町 328 73 73 63 54 32 26 7世羅町 721 160 159 147 115 79 44 17神石高原町 709 105 130 157 138 93 71 15
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第１－９表　消
防ポンプ自動
車等現有数（
消防本部･署所
）（その１）

（平成22年4月
1日現在）

         区　　　分
普通消防ポン プ自動車水槽付消防ポ ンプ自動車

県計
14275
86
163
11
122
0163
543
310
236
88

広島市
4135
12
81
1-
-4
-44
121
8-
12
47

呉市
194
3-
11
--
-2
-16
5-
3-
-8
9

三原市
73
--
1-
--
-2
-9
5-
1-
-4
-

尾道市
114
1-
1-
--
-2
-12
2-
2-
-5
-

大竹市
21
--
--
--
-1
-3
1-
1-
--
1

東広島市
128
-2
1-
--
-3
-19
5-
2-
-1
5

廿日市市
27
1-
1-
--
-1
-11
41
2-
-1
3

安芸高田市
-1
--
--
--
-1
-4
--
1-
--
2

江田島市
21
--
--
-1
11
-3
3-
1-
-3
1

府中町
21
--
1-
--
--
-3
1-
1-
-1
1

北広島町
41
--
--
--
--
-5
1-
1-
--
3

備北地区消防組合
141
-1
1-
--
-2
-13
6-
3-
--
14

福山地区消防組合
268
21
11
--
-3
-21
91
5-
111
2

電 源 ・ 照 明 車

救 急 自 動 車
林 野 火 災 工 作 車救 助 工 作 車消 防 艇指 揮 車

小型動力ポン プ 付積載車車両に 積載し て い な いも の小型動力ポンプ

２４ ｍ３０ ｍ３８ ｍ 以上
泡 消 火 型

屈折は し ご 付消防ポ ンプ 自動車（ ポ ン プ 付でな い 車両を 含む）
はしご付消防ポ
ンプ自動車

（ポンプ付でな
い車両を含む）

大 型 高 所 放 水 車泡 原 液 搬 送 車化学消防自動車 粉 末 消 火 型

 消防本部名
Ｂ‐ １ 以上Ｂ‐ １ 以上１８ ｍ 以下
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第１－９表　消
防ポンプ自動
車等現有数（
消防本部･署所
）（その２）

（平成22年4月
1日現在）

           区分 　団　体　名
排 煙 ･ 高 発 泡 車広 報 車空 気 充 填 車資 機 材 搬 送 車消 火 剤 投 入 車破 壊 工 作 車レ ッ カ ー 車ク レ ー ン 車震 災 救 難 車屈 折 放 水 塔 車消 防 活 動 全 般 用自 動 二 輪 車水 槽 車耐 煙 救 出 車支 援 車人 員 搬 送 車給 食 ･ 給 水 車起 震 車海水利用型消防水利シ ス テ ムヘ リ コ プ ターそ の 他 の 車 両

県計
143
030
00
00
01
33
01
50
21
147

広島市
111
-9
--
--
-1
--
-1
1-
21
14

呉市
-1
-3
--
--
--
--
--
1-
--
-29

三原市
-4
-2
--
--
--
--
--
--
--
-3

尾道市
-8
-4
--
--
--
--
--
1-
--
-3

大竹市
--
-1
--
--
--
-1
--
--
--
-1

東広島市
-1
-3
--
--
--
--
--
1-
--
-4

廿日市市
-2
-3
--
--
--
-1
--
--
--
-1

安芸高田市
-2
--
--
--
--
--
--
--
--
-1

江田島市
-2
-1
--
--
--
3-
--
1-
--
--

府中町
-1
--
--
--
--
--
--
--
--
--

北広島町
-1
-1
--
--
--
--
--
--
--
--

備北地区消防組合
--
-1
--
--
--
--
--
--
--
--

福山地区消防組合
-10
-2
--
--
--
-1
--
--
--
-1
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第１－１０表　消防ポンプ自動車等現有数（消防団） （平成22年4月1日現在）小型動力ポンプ普通消防ポンプ
自動車（B1以

上） 水槽付消防ポン
プ自動車（B1

以上） 指揮車 小型動力ポンプ
付積載車 車両に積載していないもの

手引動力ポンプ
広報車 資器材搬送車 水槽車

県計 192 0 31 1,231 685 34 11 2 4広島市 32 - - 124 293 - - - - 呉市 4 - 5 152 54 - 1 - 2竹原市 - - 1 27 - - - - - 三原市 8 - - 49 60 - 2 - - 尾道市 5 - 5 121 21 22 1 1 - 福山市 61 - 1 115 1 - - - - 府中市 9 - 1 34 5 - - - - 三次市 9 - 1 93 44 3 1 - - 庄原市 5 - 2 81 81 - 2 1 - 大竹市 - - 1 24 5 - 1 - - 東広島市 9 - 1 77 67 - - - - 廿日市市 6 - 2 44 - 6 - - - 安芸高田市 6 - 1 63 12 3 3 - 2江田島市 9 - 1 28 - - - - - 府中町 3 - - - - - - - - 海田町 1 - - 10 3 - - - - 熊野町 - - - 10 - - - - - 坂町 1 - - 11 3 - - - - 安芸太田町 3 - 1 35 5 - - - - 北広島町 5 - - 43 20 - - - - 大崎上島町 2 - 1 27 7 - - - - 世羅町 4 - 3 43 - - - - - 神石高原町 10 - 4 20 4 - - - - 
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第１－１１表　
消防水利の現
況（その１）

（平成22年4月
1日現在）

消　　火　　栓
防火水槽

井　　戸

合

防火水槽のうち公
設
防火水槽のうち私
設

計計
公　設私設
計100 以上60 以上100 未満40 以上60 未満20 以上40 未満小　　計100 以上60 以上100 未満40 以上60 未満20 以上40 未満小　　計100 以上60 以上100 未満40 以上60 未満20 以上40 未満計公設私設

合計
66,73255,423
53,4471,976
11,234351
1,0687,602
2,2138,928
1097566,
6661,3972,
306242
312936
816751
758

広島市
27,25125,022
24,320702
2,229174
1991,654
2021,410
34291,2
70778
191401
703841
25--
 - 

呉市
4,7634,071
4,02051
69242
524821
16462
82736
46323
0342
51185
3-- 
- 

竹原市
537361
3538
1715
41914
3147
32
91332
42
2101
051
4

三原市
1,8291,185
945240
62821
444551
08494
71440
56813
4143
0504
016- 
16

尾道市
3,7083,266
3,24125
4427
10336
89400
4432
0724
23
6161
7-- 
- 

福山市
9,2428,141
7,465676
1,07336
208371
80877
21187
031351
9615
21344
52816
12

府中市
1,061689
6881
372-
11271
90364
-826
888
8-
33
2-- 
- 

三次市
1,9171,098
1,098-
8176
61240
159784
-5943
91513
361
81
82- 
2

庄原市
1,522915
90510
6072
104421
53574
11043
31303
31
-92
3-- 
- 

大竹市
842810
73971
32-
130
131
-12
91
1-
-1
--- 
- 

東広島市
4,8994,098
4,07226
80114
286221
37681
62154
710712
08
7753
0-- 
- 

廿日市市
2,0811,607
1,58720
47316
19427
11467
14174
2511
62
22
-1- 
1

安芸高田市
608138
138-
4705
63659
4410
5135
1536
0-
5144
1-- 
- 

江田島市
843557
5552
286-
-16112
5234
--13
8965
2-
-232
9-- 
- 

府中町
965892
86626
736
1051
634
--3
133
961
020
3-- 
- 

海田町
692615
60213
776
1044
1734
--2
864
361
0161
1-- 
- 

熊野町
479405
3987
74-
468
258
--5
8-1
6-
410
2-- 
- 

坂町
594508
5071
864
1366
348
114
6-3
831
220
3-- 
- 

安芸太田町
416189
1836
227-
-1339
4140
--12
7138
7-
-68
1-- 
- 

北広島町
789394
30391
395-
-20519
0239
--20
03915
6-
-515
1-- 
- 

大崎上島町
265108
108-
1572
71291
9142
1112
4161
51
65
3-- 
- 

世羅町
643207
207-
413-
-3407
3411
--33
972
2-
-1
123- 
23

神石高原町
786147
147-
6395
842520
1487
4841
26315
21
-1313
8-- 
- 
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第１－１１表　　消防水利の現況（その２） （平成22年4月1日現在）計 河川・溝等 海・湖 プ　ー　ル 濠・池等 下水道 その他合計 8,054 4,122 489 854 2,205 0 384広島市 937 561 47 267 43 - 19呉市 563 9 249 62 4 - 239竹原市 122 10 67 14 31 - - 三原市 684 307 8 48 287 - 34尾道市 39 - - 39 - - - 福山市 683 140 25 133 385 - - 府中市 175 130 - 18 27 - - 三次市 407 361 - 44 - - 2庄原市 1,082 842 - 39 195 - 6大竹市 41 24 7 5 5 - - 東広島市 1,916 994 - 39 842 - 41廿日市市 116 64 17 25 8 - 2安芸高田市 370 284 - 22 64 - - 江田島市 105 - 42 8 53 - 2府中町 8 - - 7 1 - - 海田町 25 9 2 10 4 - - 熊野町 58 15 - 5 38 - - 坂町 14 - 8 6 - - - 安芸太田町 83 71 - 10 2 - - 北広島町 141 90 - 13 38 - - 大崎上島町 42 2 17 4 9 - 10世羅町 155 66 - 17 72 - - 神石高原町 288 143 - 19 97 - 29
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第１－１２表　化学消火薬剤備蓄状況 （平成22年4月1日現在）
合成界面活性剤 水成膜泡消火薬剤 水溶性液体用泡消火薬剤(耐アルコール用)３％型 ６％型 （ｋｌ） （ｋｌ） （ｋｌ）（ア）～（オ） （ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）県計 95.57 45.92 0.20 27.34 10.31 11.80広島市 13.29 0.92 8.31 4.06呉市 2.89 2.51 0.38三原市 4.21 0.39 3.82尾道市 4.22 4.00 0.22大竹市 22.70 22.70東広島市 1.80 0.40 1.40廿日市市 1.20 0.20 0.84 0.16安芸高田市 1.20 1.20江田島市 22.00 22.00府中町 0.16 0.16北広島町 0.84 0.30 0.54備北地区消防組合 2.10 1.57 0.45 0.08福山地区消防組合 18.96 9.02 9.94

　　　　区　　分
 消防本部名 計（ｋｌ） 化 学 消 火 薬 剤 種 別たん白系（ｋｌ）
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